
UTMとセキュリティソフトのダブルガード 「SS7000]

◆UTMとセキュリティソフトとの違いとは？

・UTMはインターネットの出入り口を監視する装置です。
マンションで例えるとエントランスセキュリティとなります。
・セキュリティソフトはパソコン本体をガードするソフトです。
マンションで例えると各戸のドアや窓の鍵となります。

①企業のセキュリティ対策はUTMとセキュリティソフトの2種類を用いた
ダブルガード対策が必須！
②USBメモリや外付けHDDからの感染対策にはセキュリティソフト！
③ファイルサーバやカメラ等の共用設備の防御にはUTM！

UTMとセキュリティソフトのダブルガード対策でセキュリティを万全に！

セキュリティソフトを導入
できない機器を防御!

常時稼動のため
常に最新Verを維持!

ネットワークに侵入され
る前にブロック!

セキュリティソフトで
USBやCDからの感
染をブロック!

各部屋
エントランスセキュリティ
（UTM）がマンション
内への侵入を防御！

セキュリティソフトが
ドアと窓を防御!

マンション

UTMとセキュリティソフトがないと・・・

各部屋
マンション

マンション内に泥棒
(ウイルス)が侵入!

ムムム・・・

セキュリティソフトが
未更新だと部屋に
泥棒(ウイルス)が
侵入する可能性が!

ﾋﾋﾋ

さらに！

ﾋﾋﾋ

ﾋﾋﾋ

UTMとセキュリティソフト
を導入すると

重要なデータの危機!

大事な社内データを守るために

ムムム・・・

窓(USB等)からの
侵入はエントランスセ
キュリティ(UTM)で
は防げません!

SAXA UTM SS7000



サクサNW商材のご紹介

◆社内のウイルス拡散をブロックする 「SubGate」
万が一、ウイルス感染しているパソコンを社内NWに接続しても、
「SubGate」を設置することで社内NW内のウイルス拡散を防ぎます。

◆私用機器を勝手に接続させない 「GE1000」

SubGate
上：HUBタイプ

下：アクセスポイントタイプ

ブロック！

ブロック！

ウイルス感染している
スマートフォン

外出先で感染してしまった
持ち出しパソコン

社内NWに勝手に私用機器を接続し、「ウイルス拡散」・「情報漏洩」な
どあっては会社としての信用を失い兼ねません。そうならないためにも、
接続を許可しないパソコンやスマートフォンを検知し通信をブロックす
る機能をもつ「GE1000」が役立ちます。

無線AP

HUB遮断！

遮断！

接続許可
されているパソコン

★私物のパソコン
★接続が許可
されていないスマーとフォン

UTMを設置したからといって、社内NWが安全になったかと言われると
そうではありません。より完璧にするために、他にもあるんです！


